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膠原病友卵

今年到0年目を迎か会員は36名にな･はした。この区切りに

何かし尽しヽと思。マおりましたが､会員同ままに先生とゆっく

りお話しする機会を作りたいと考え、小号夭部艮長谷川さん

に教えてい八片さながらバ0削2日パ3日北見の自然休養村セ

ンターでり臼の交流会、医療相談会を北見赤十字病院内科膠原

病外利旦当の種市牢二先生にお願いしまして行なう計画を穴て

進める事にしましにその時ぼまだ膠原病ﾀﾄ未は種市先生お一

人でしたので、マリれは札幌から光生をお願いしてという事に

なり、北大第２内科の佐川昭先生県釆て下ぐる事になり、そ(ｱ)

樟、５月から膠原病外米に加わりました酒井勲先生と３人の先

生が参加して下ｊゐ事が決まりまして、非常に早還と思いなが

らその重さと数々の不安を把えマ哨日を迎えました。

　

i2aiJ寒い日でし八（佐川光生パ峙支部長、濃迦曖子ぐ

んが札幌から、穆市先生には枡ｉ(ﾖｰﾛヽｿﾉ仏即吟旅行)から帰ら

れ川まヽが畑ところ、酒井先生にはその２週間のお忙しい日々

のあとと、大膏な時にもかかわらず出席しマいけ優、ま八会

員も上湧紅網走、斜里と達いどころからも出席してくれまし

た。

　

交流会園6名の出序で、小弁天苛孝］左川光生、酒井先生に

挨拶しマい7づこさ、種市先生に乾杯していただいマ熔まり、時

問と共にロもなめらかに動さ穂けたようです。酒井先生μ静か

にニコニコと話を聞聚種市先生困卸旅ぽのお話しと会員を増

やす方策(?)を教示くださり、佐川光生は会員聯

下さ（会員はというど医療相談をはじのマしまぐ川…。
へ」～



　

北見の会員にオれ14づ北大の死生肩

いる人が多かっなのですがブえ､つ、これが‥ブという感じで、

わすや４時間程刊左川死生とは旧知胴中(?)になけこようで、医

≪f(7).イメージがすぃぶん変わったようマヽす．

　

13日くｱ)医療相談会μ会則3もの出席で、３カレープＧ分ｆれ

て行なわれ、長い病歴のＡが多か・たせいか深刻豺£みμなか

ったようですが、それでも先生からみフ:取ゐに足･ぼいような

症状でtＬ鳶着はそれなりに悩んマ､おヽり、Ｊμ咎くの場会、匙

着ば光生の話をうかがう立場にあ･ほすので、ゆっくり話を聞

_いていただいたという事はとても良かっかc7)ではと､ﾐしており

ます．

　

こ剛0年北見地区の担当をしマきまして、最後叫学事ぶ無事

終り、ほっとしております．

　

お忙しい中、出席して下タいまし川左川先生、種市先生、酒

井先生、遠いところ来マ下察いましμ小骨支都艮芦辺愛子さ

ん、計画の初めから終･はで指導して下さいましれ長谷川さん．

そして落ち着いているれれヽえ、出席して下さった会員の皆さ

んに厚くお礼申し上げます．

　

最筏になりましたが､知本光生とこ則o年に亡くならが八会

員の方々の御冥福をお祈りい八します．
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北見地区連絡剣明年

ぶ

A...医療相談会ヽ1碑京1してどう,ｌいましたか，

Ｂ‥．徊本をどうしてどうでＴか。

Ｃ‥．友の会に対してどう抄考えですか．

[]．‥その他なんでtj自由にお書さ下さしヽ．

ハ：Mjん削１験敲(剌3i所ﾋのお風呂の交冽は､と７もためになりまし

　　

た．このような経験(役所どの関ｲれヽイヤな思いや､恥､思いをしたこ

　　

とがあると思いますが)を泣糾

　　

Ｍさんに頭がＴが｀りましμ･

　　

まμ同時に.このようなことを友の会で生かして行くようにしてほしい

　　

と思いましｱこ.そのための友の会でもJりると思いま竃役所t疲わって

　　

ほしいし､保健婦こんな削哺頑張衣ばしいと臥ヽま菟

Ｂ： Ｊい環境で落着りてお話で昂だ(7･７ヽよかったと彫'Ｊす．

Ｄ：ゆっくりお話了訂よがヽ．たと思いま竃

/R:先ｉと親しくお話しが出釆７良かっμ.

Ｂ:一泊火流会μよ吟取ヽ交流が出来て､親しみが深くなっﾏ良かった

　　

と思ラバしと/'こくひﾉの人仰吽して(Jしかっ昂

Ｃ:探頁の方々にだんだん頭が汀紬ﾉます。

[:]:4わりにはかわいそうな人も匁ヽし布望の光もめる。

～３～



ふ大変勉強1淳ﾘまＬμ．削Ｍ糾蓼を話しマく柊に万拓いら．しや-1仁

　　

の気とてｂよい勉知富り力渾く思いJL几脈㈹)祗験をいろいろ

　　

な立場から話してはﾋ思いま竃

Ｂ：

　

３つのゲレプに分れた４］人の光生の話だけ７守しし払ヽない

　　

感じ７した．

Ｃ：

　

これからも皆が｀刀を兪わせ.共にがμむ､ていってもらいたいと思い

　　

ます.

Ｄ:ｸ゛ﾙｰﾌ原中(ｱ)死生｜Å７･はなく､呼関内マ帽っ|つのφﾚｰﾌﾌ

　　

相敲内各を汰わマ抵ヽて)あＪうこっちと回っﾏみてμどう？しょうか？

　　

ケし時伺を咎くいてはいかが｀７･しょうか？

ん孔慄べり昧喊会７ヽtJ感じたごとですが｡４～５/･、ａ相頗会がし一喬良

　　

いと翫ヽJす｡それよ･炒なくﾏも多く珀い肌ヽ乃と問題があるので､常に

　　

それ仙嘲節しﾏ行な徊)が似ヽように脊じましμ.

Ｂ: 10彫祁徒に･3ヽさわしいづ欧流会と医療相凍会孔仁√れ↑モリび

　　

あま･限くなか。たのボ残沓7ヽした。

Ｄ：匠弗相談会もこ削ヽ郎噴気別とか､悩邨恨分れマ行なうことも

　　

良ヽのでは机ヽでしょう睨私のｸﾞかプ涌井光生)μ㈹聊､丿発性

　　

摘発5Lとなどﾊﾞ｀ﾗ工利一にとん7ヽいJ､し六が､それもそれな卵共通す

　　

が?､や､全く違う点もいろいろ聞くことが出来て斟ぺたとふヽま菟

　　

それぞれに悩んでいることは違っても、なんとか生蒲しマいゐという忍

　　

耐力｡精神力に感動しました。

月

　

相涯分という形1j今回マヽ３回目？布ので何を聞い7いいか;勤･吸でさ

　　

ませんでした酒気μ落看いれヽるのマヽ.病気からμなれμ話を初め卯）

～４～



　　

先生に聞い7､jた違っ八意尾､命考になりました.

6:刎口し穴人全恥詰をし八か示のﾏヽ卵l無理7･した.交流会の

　　

テー九別揃に座示人だけと話をし町Eけ､もうケし食斟しなび

　　

う徊のÅと話せたらとふヽました．

Ｄ：ｲり｀ヽをすゐしヽう事μ本当に大安なこと７ヽ菟い凧ヽろありが乙う

　　

ございました．

月:先生|乱ヽろ四)と説明Lマ頂ｙ巧、ぶ7)不安が｀寒になりましμ.

E3: 今迄死生にお伺い出釆なかぷことを、お友達のように気舶疆釆

　　

た事をうれしくlｔ.ｄし几

Ｃ：皆祥とお会い出米ﾏ､私づ､でμない事球舶､又こう､ヽう機会があ

　　

杓れヽいなーと思いｊした.

D:専門の死生がしとたくきん増えろことを期待してみほす．

ん先生を囲んrでlこんな浦近ｆに話祁｀出釆細μ大煮斟ヽ示です．ま

　　

た同じ膠原酒でも､種類が謹うとこんなにtﾉ達う・ヵヽ順い勉搾しま

　　

しμ．酢伽)病気に対する列細ことが｀考えられまし靫．

B:交流桧ヽ匈手ち方に工大ダぶ｀要だったでしょう睨

Ｃ：組繊拡大(7)八めの核本策を考える時期なのでしょうか，

Ｄ：会員へＱ参紺呼びヵヽけ1てついても.なんらｱ岡万法マ･しとろ･くしμか

　　

づｌで竃

冷：大変良いとかヽまし八.外禾７･μ話悲似ヽ事な高豚ヽTもらえＪした．

～５～



/Ｕ孤のAc2･柄恥対封悩みを聞くこﾋが出孝７ｊ１分だけでμｗと

　　

なぐさｒ)られた．先生方がいい々ヒ親切に相談にら7下さ示り、

　

、お話をして下郎､病院四凰すない話ぶ出米禄かっμ．

自：もう少し参加若が｀いゐど思っ几

　　

ブルーフ毎の少人数でいろいろ身如二かな話が出釆ﾏお、示．

Ｃ：会員がもう少･し増えるように何か考えなけ杓北思う.

Ｄ:役員(7)方μ準備寄大変らたと思う.本当に御苦労禅７ヽ竃

八:皆さんの経験寄色々と聞がヽ七心ヽμださ溥考にないμμごうと愚

　　

います剽口しマ艮か球とかヽま菟目分よりもっと仏と苦労してい飢

　　

がいぶ゜いいること.がんばらなけ和之と感はしに

５:どんな感じなのか不変でしたがﾐとてもなご加ヽ７ヽ気細喋せました

Ｃ：これからも色々似ヽたちでがんふてい/1ださたいとかヽます．２ａ

　　

関大麦ごくろう様でした.辛しく過ごさせてぃけぞびし穴．ありが｀とう

　　

ござ｀心しμ．

か病院７･ほ話しかJ､相額岬･さな､ヽ事が｀畜え｡また但喊。相談が'聞

　　

け八事はよかぷとむヽます｡ス､こ・ようｙ稀陪をも7もら九杭｡良ヽ

　　

のですが．

Ｂ：交流会も和気ねヽね叱摩しく濠ぺ｀て鵜ロガさ4｀靫話ｾ:､死生ﾋも気

　　

痢漕する和咄和洲娘かぷマヽ尤初収行な｀われ八にては良ヽ

　　

方万はないでしょうか？

Ｃ：会員同士の話し合いり場をし７くれ削ツ雅ヽ;りな悩み(?λそ喊!

　　

を話し音えろ気楽な叙･加マほし岬･竃

　　　　　　　　　　　　

～６～



()：地和方達もも北島徊あ米μらよ仙たらなーとたヽまし六

Ａ：ふだんｇ診察ｸ1時と違４､ゆべり自分ａ思･､心ヽろ事が祗払77と

　　

てもよかぶ､です．

Ｂ：初めて会ぷＡ劫すぐみんなの気将がわぬて､すぐお話がでさて､毎

　　

年友の会参加しマ､いとたくさんの人にお剱ヽ□いさひヽとかヽＪす.

(ン初め7船口してと功考え犯られる事と､私にと衣勘達しヽ晒仙り、

　　

その中7ヽ今Jで友の会を支えびた人達1満謝します．

Ｄ：いい事･まどんどんすすんで.私も少しずつ爵観､して岬たいぽｄｔ

/1:僧唆解らない楕報ボ得邨マ本考にな収した

(こ：必要だとか,ヽます.発展を望みます．

A:患者さんの病気に対する考え方ダよく理解でｊ良や･,た．

Ｂ：にざ々かに話し合り￥され良い感じ'７し几

Ｃ：もう少し組織率を高めマほしい．交流ができて乱ヽ会と忌ヽj:竃

～７～



槻齢肢奸蔽訟と随棉治に麹して
今後の生活のステップになることを願って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

支部長

　　

小寺

　

千明

北見地区の皆さん、その後体調をくずしたりはしていませんか？

その節はたいへんお世話になりました。加藤さんをはじめ役員の皆さん、本当に

お疲れ様でした。そしてご多忙の中をご出席頂いた佐川先生、種市先生、酒井先

生には本当に有り難うございました。

　

去る１０月１２日、１３日の両日、北見地区の１０周年記念行事として一泊交

流会と医療相談会が行なわれ、北大第２内科の佐川先生と運営委員の渡辺愛子さ

んとともに札幌より参加させて頂きました。台風の影響で２日間ともあいにくの

お天気でしたが、加藤さんをはじめ役員の皆さんがかなり前から準備されただけ

あって、充実した２日間を過ごすことが出来ました。

　

１２日の交流会（会員１３名、先生３名）は、おいしいお料理を食べながら、

会員の開間に座られた先生方のそれぞれのお話に耳を傾け、和気あいあいと時間

のたつのも忘れてしまうくらい楽しい一時でした。

　

１３日の医療相談会（会員１３名、先生３名）は、地方での開催は始めてのこ

とであり、形式としては札幌での開催と同じように１グループが４～５人で３つ

のグループに分かれて行なわれました。私自身も実際にグループの中に入って参

加したのは始めてのことで、たいへん勉強になりました。特に私のグループは、

ＳＬＥで現在は非常によく落ち着いている人、強皮症で進行が早い人、多発性筋

炎の人、そして私(SLEと多発性筋炎とシェーグレン症候群〉といろいろな人

がいて悩みもさまざまでしたが、それぞれの貴重な体験を聞くことが出来ました。

強皮症の方がどんどん進行していく中で、「どこまで進行するのか、進行が止ま

ることはないのかそこが一番知りたい」と言っていたことjが、強い衝撃とともに

印象に残っています。膠原病も医学の進歩とともに慢性疾患になりつつあるとい

うのは、あくまでもＳＬＥを中心に言っているにすぎず、まだまだたいへんな病

気であることを再認識しました。だからこそ友の会の存在は、まだまだ必要かつ

意義あるものと確信もしました。

　

北見地区の会員の皆さんにとって、今回の交流会と医療相談会は呼びかけの文

章にもあったように、他の方の話を聞いたり専門の先生のお話を伺うことで自分

を問う時期となったと同時に、今後の生活のステップとなることを願っています。

～８～
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北海道難病センター

｢ヶア住宅付聊饌或1億円募金違動｣を
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ご理解いただくために/

　

北海道難病連では現センターの筏万にあゐ空地を取得しそ

こにケア住宅付別館の建設を道に働きかけることになりました．

　

そこで別館建設漣動を広く強力に展問しマいくたのにり億

円を集幻マ私達愚者･家旅一人ひとり(乃熱意を、道に対して示

すことになりましれ．

　

難病センターは私達反の会で払総会や医療講演会・相談会

のたびに利用してさましμ．昨年10引斗臥こ行なわれた医療講

演会マヽは//6名(ｱ)参忿]が｀あり、場所が狭くて椅子も足りなくて、

参加しマ頂いた皆さん山ま大震窮屈な思いをさせてしまいまし

た．今後このような一般の参加者も対象とし円

舞柄センター以ﾀﾄの場所をｲ昔りる必要があると感じ八くらい７ヽ

し八．

　

励朧が建設才れれぼ､安心しマ医璋講演会を開催で参る大き

な会議室の犯．運営委員会の際剛ぐな会諏室、地方から札幌

の専門の病院にかかる際の卵白施設として叫贈』など、難病セ

ンターとしマくア)Ｊ･ト層充実し八万のになることは間違いあり

ません。

　

Ｊ人ｉロ１万円のご孫力を紅願いすゐわけですが、募金はあ

くまでも仕意で．この運動が｀/9恥年痍木までに宵現のｎど｀が

つかなかった場合にはノ色額お返しすることになっています．

　

別館建芦(刀実現をｒ)でして、皆丁んcｱ)ご理解とご協力をお肺

　

い致しま尤

ぐ 別館についマク〕詳しい内容μ「なんれん」Ｎ０.５３

陶.砕ぐ1月剣予予定)をご覧下似､．

～９～

う
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活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
札
幌

市
中
央
区
南
四
西
一
〇
、
避
難

病
セ
ン
タ
ー
が
、
隣
接
す
る
国

鉄
清
算
事
業
団
所
有
地
に
つ
い

て
、
「
増
築
を
計
画
し
て
い
る
・

施
設
の
用
地
に
利
用
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
土
〈
日
、
道
脹
や
札

幌
市
夢
刄
栢
い
て
用
地
の
視

祭
会
を
行
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
五
十
八

年
に
オ
ー
プ
ン
。
医
療
相
談
、

福
祉
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
と
を

行
っ
て
い
る
が
、
年
々
手
狭
に

な
り
、
福
祉
機
器
を
展
示
す
る

ス
ペ
ー
ス
さ
え
確
保
で
き
４
ぐ

な
っ
て
參
ｔ
た
め
、
同
セ
ン
タ

ー
を
運
営
す
る
道
難
病
連
（
三

森
礼
子
代
表
理
亭
）
は
、
患
者

や
障
害
者
と
家
族
の
た
め
の
ケ

ア
住
宅
付
き
の
別
館
の
増
築
を

計
画
、
用
地
と
し
て
同
セ
ン
タ

ー
に
隣
接
す
る
国
鉄
清
算
事
業

団
所
有
地
に
ら
裴
付
－
延
。

　

用
地
は
、
旧
国
鉄
の
職
員
用

ア
パ
ー
ト
に
‘
’
６
れ
て
い
た
約

二
千
平
方
μ
。
一
平
方
μ
あ
た

り
百
ｔ
土
〈
万
円
の
周
辺
の
公

吻ﾜ
北海道新聞

　　

ぐﾘj

示
価
格
か
ら
算
出
す
る
と
、
ざ

っ
と
三
十
億
円
を
紹
叉
る
だ
け

に
、
簡
単
に
は
手
が
出
な
い
。

難
病
連
で
は
、
土
地
購
入
や
建

設
費
に
充
て
る
道
へ
の
指
定
寄

付
と
し
て
今
年
十
月
か
ら
、
「
一

億
円
基
金
」
を
始
め
る
一
方
、

別
館
建
設
賛
同
の
署
名
を
求
め

る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
視
察
会
に
は
、
避

恚
、
札
幌
市
議
、
福
祉
関
係
者

ら
が
参
加
し
、
伊
藻
た
て
お
・

道
難
病
連
事
務
局
長
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の

屋
ト
石
も
用
地
を
確
認
し
た
。

道
難
病
連
で
は
「
こ
う
い
･
ｒ
v
施

設
こ
そ
、
交
通
の
便
の
よ
い
街

中
に
充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
し

て
い
る
。

「
隣
接
地
利
用
し
た
い
」

　
　

詣
セ
ン
タ
ー
増
築
へ
懸
命

　

隣
の
更
地
を
利
用
し
た
い
Ｉ
と

北
海
遭
難
病
巡
（
三
森
礼
子
代
表

理
事
）
は
、
国
銑
清
算
事
業
団
の
所

有
地
（
札
幌
市
中
央
区
南
四
西
Ｔ

○
）
を
増
築
予
定
地
と
想
定
し
、
道
一

や
同
事
業
団
な
ど
関
係
方
面
に
動

き
か
け
を
始
め
た
。
十
六
日
に
は

ま
挺
巴
視
集
会
を
叩
催
す
る
な
ど

懸
命
だ
。

　

遭
雛
病
連
は
、
道
有
地
に
建
つ

道
難
病
セ
ン
タ
ー
（
三
階
建
て
、
約

千
平
方
む
）
を
道
か
ら
無
價
貸
与

さ
れ
て
い
る
・
昭
和
五
十
七
年
に
一

オ
ー
プ
ン
し
、
同
六
十
年
か
ら
①

二
十
五
団
体
が
入
居
し
、
狭
く
て

身
動
き
が
と
れ
な
い
②
宿
泊
施
設

が
不
備
１
な
ど
を
理
由
に
、
道
に

増
築
の
要
望
を
荊
け
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
道
保
健
環
境
Ｓ

は
建
絞
か
ら
八
年
し
か
た
っ
て
い

な
い
こ
と
や
、
『
隣
接
地
の
利
用
は

話
と
し
て
は
い
い
が
』
札
幌
市
内

の
一
等
地
で
高
額
な
土
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
『
簡
単
に
解
決
す
る
話

で
は
な
い
』
と
の
認
餓
。
セ
ン
タ
ー

の
増
築
は
検
討
材
料
に
も
上
が
っ

て
い
な
い
と
い
う
。

　

土
地
所
有
者
の
同
串
業
団
は
、

国
鉄
時
代
に
使
用
し
て
い
た
宿
舎

を
今
年
夏
に
頴
し
、
約
二
千
平
方

廿
を
整
地
し
た
。
『
土
地
を
ど
う
利

用
す
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
』
（
用
地
企
画
課
）
と
い
う
。

　

遭
難
岡
連
は
、
さ
き
ご
ろ
オ
ー

プ
ン
し
た
退
民
活
励
セ
ン
タ
ー

『
か
で
る
2
T
-
l
に
入
居
で
き
な

か
っ
た
福
祉
団
体
が
多
く
、
そ
れ

ら
団
体
の
活
励
育
虞
に
配
慮
が
必

要
だ
、
と
も
訴
え
て
い
る
。
事
業
団

の
土
地
も
『
利
益
を
上
げ
る
こ
と

も
大
串
だ
ろ
う
が
、
社
会
還

き
る
よ
う
な
利
用
を
倹
討
し

ら
い
た
い
』
と
切
望
し
て
ぃ

宍
ご

ｉ

　

－
－
－
－
－

戸
福
・
北海ﾀｲﾑｽ

　　

げ刊ｸ～10～



北海道難病センター

　　

ケア住宅付別館建設１億円募金運動

　　　

心ご協力のお願い☆

財団法人

代表理事

　

一一一一
ご隅

北海道難病斧図

　　　　

'Ｉ'_ごヽ‥.J

三森･礼子.二

　

∩≒二言回

　

北海道難病センターは、昭和58年(198a年□こ北海道によって全国で初めて

の施設としてオープンしました。

　

以来、私共の患者・家族団体の活動の場としてはもちろんのこと、道内の患

者・家族の相談や学習の場として、心のよりどころとして大きな役割を果して

きました。

　

この難病センターの役割をより一層拡大して、かつ、21世紀の福祉、在宅療

養生活をも試みるものとして、ケア住宅付別館建設運動を行い、実現をめざし

て１億円を集め、現センターの後方にある空地｛国鉄精算事業団所有地｝を取

得し、そこへ建設してもらうよう北海道へ指定寄付を行うこととなりました。

　

１人１口１万円として、１万人のご協力をお願いすることとなりました。も

ちろん、お一人。何［］でもけっこうです。もし、1加6年度末までに実現しなか

った場合には、全額をお返しいたします。（但し、利子は付きませんのでご了

承下さい）

　

何卒、私共の運動と目的をご理解下さり、難病患者だけではなく、身体障害

者、高齢者も安心して暮せる社会づくりの一つの試みとして、ご支援下さいま

すようお願い申し上げます。

　

ご送金には必ずお名前、ご住所、電話番号等が分るようご協力下さい。

　

この募金運動のための専用口座は下記のとおりです。

　　

（この口座に他の送金をしたり、他の口座へ振り込まれたりした場合には、

　　

内容が不明となりますので、必ずこの専用口座をご利用下さるようお願い

　　

いたします）

☆口座名義

　　

北海道難病連

　

難病センター別館建設募金

資［］座番号

　　　

１．郵便振替口座吏複圭二2上旦2ユ

～11～



＠泡合凹目－守」づ4

何事に
＼ //い

　

／

　

Ｘ

　　

〈遠別町〉長尾英刊ベー

　

みなさん．お元気ですか？

　

春に､｀）つと.元気な赤ちゃん産みます7つて于紙出し八の覚

えているかしら？

　

旧月５日に3,0609-の男の子、無事に産まれました。SLEh、

うことで約ｊヶ月前に入院し、いろいろ穣査させられました眠

特別異常μなぐプレドニ｀ノも妊娠9ヶ月ま７ヽ2出り回5叫

で出産予定日の｜週間前ヵヽら増量し、毎日10叫．出産検閲ひ月

川日の廻陳まで毎町0呼10励2日む川日５９．それから今

は２日に｢回ら叫に戻りました．体はいμ・て順調で､床上げ

蛸７日目で自分の家に帰り、家事と育児両立してます．

　

無事にﾉ隻めゐかとヽうヵヽ心配でし八が、先生の指導で何事もな

く出産でｊました．ｊつとごの手紙は、SLE 7ヽ子供が欲しいけ

ど悩んマ･いる人に少しだけど希望が酋てるんじゃないかか？

つて思います．

　

この子を妊蝉するのも医師の許可が'７･るまで持ちましたレ

許可が出て妊娠してか｀らも片道２時朗の通院を月に２皿‥後半

は月３～４回．自分でも振り返るとよくがんぼっ八と思います．

　

みな才んもあきらのないで、が｀んばって下さし≒５ぼてヽも正

常に産めるんで瓦医師(ｱ)言うことを参り、がんばっマ下乱ヽ．

私は今、長文３才５ヶ月と長男｜ヶ月の育児で柁レいなヽがら

も米しい毎日で飛

　

ちなみに長男は優輝(呻うさ)とし｀いま乙々

の名のとおり優しい子に育っマ欲しいと,むヽます

～12～



　

私も自分の体回申よく(?)しながら、これからもがんば・てい

くつもりです．治らない病気な(乃だから、佇よくし八方がいい

じ々ない??

　

びうさなおるのも大事なことですよね．

もつと大きく、もつと力強く

　

もつとたくさん哨仲間が

楽しく、安心して、暮らせた

うれしいな//

ヶア付の住宅と宿泊施設

雛鳥悪嗇も､障番者も幕魯者も

　　　　　　　

脅職童も大きく

　　　　　　　

母祉皿器のショこル‾ムも

一一－

4j

゛難病センター別館’完成予愕図でｔ飲

～13～



⑩務局力ら⑩⑩知昌世

[ｒご寄付い八衣きまし八.

　

・谷津光子禄

　

800円

　

・佐藤みよ子祥に800円

　

・杉村和子様|､卯0円

　

・村上清司様

　

釦o円

　

・里谷

　

真弓祥6､叫o円

12刑旧現在

・吉川

　

のぐみ様

　

2､200円

・篠E日

　

住教組

　

1.600円

・大和田一夫鯖5.叩0円

・三木邦子組2 000円

・中村

　

信子肩

　　

900円

ありがｏござ｀いまし八．

『新しく入会でりぺａ方達です.

　　

・海老名紘子（弧-ｸﾞﾚﾝ痢哭群. S 14.8.4生）

・違反由香（江一ｸﾞし症恢群S37.1j20生）

・関智津子（強攻症.S21.11､22生）

・信濃屋三せ子ぐちLE. S36. ?リ5生）

[ｒ住所変更これた方達です。

　

・村上真准す子

～14～

竟よろしくお願いします，



　

師走に入り、何かと気ぜわしくなってさＪした．一年が

経つの私早く感じられるのもこの時期の特樵でしょうか．

　

前号はＰＣ署か募金)、今号(別館建設運動)ど皆さん

にお願いすることが統さまし仁．どちらｂ私､仁も難病忠者

だけでなく、障害ｔ高齢者という1及別をせず、ひとりの

人問としての幸せ、みんなが幸せになるためにはどうした

らよいのかを考え、授案しマいます．

　

皆さんもこの機会に少しだけこのことにっいマ考え７み

マ下さい．

それではよいお年をお迎え下さ･，
(千)



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
〈編集人〉全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　

編集責任者

　

小寺

　

千明

　　　　　　

昏064札幌市中央区南4条西10丁目

　　　　　　　　　

北海道難病センター内

　

0(011)512-3233

〈発行人〉北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　

札幌市北区北13条西１丁目

　

神原義郎

　

昭和偲年１月13日第３種郵便物認可

　

ＨＳＫ通巻236･号100円

　

いちばんぽしNQ81

　

平成３年12月10日発行(毎月１回10発行)
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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